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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 香久山区自治会 

２事業名 いつまでも住み続けたい街 香久山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３事業実施 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区自治会役員・安全防犯委員、青色パトロール車、いきいきクラブ（老人

会）等によるパトロールの強化、目標旗・警告及び注意旗の設置、チラシの

配布等を行い、住宅対象侵入盗や車両盗等の撲滅を図り、一人一人が「私た

ちの街は私たちで守る」という防犯意識を高めることで、安心・安全で「い

つまでも住み続けたい街 香久山」を目指して活動した。 

 

１．区自治会安全防犯委員の活動強化 

活動資材の整備を通じて、防犯パトロール活動の体制強化、活動活発化

を図ってきた。 

（１）各季ごとに路上駐車点検パトロールを実施し、犯罪発生の温床となる

放置車両、迷惑駐車車両などに警告チラシをウインカーに挟み、また各

家庭には、家宅侵入盗・車両盗注意のチラシの配布を行った。 

 

＜放置車両、迷惑駐車車両への警告チラシ＞ 
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（２）区自治会行事（盆踊り、防災訓練等）において防犯・交通安全のパト 

ロールを行った。 

（３）年末防犯・防災パトロールを 12 月 15 日（土）午後 5時から 7時にか

けて行った。愛知警察署の署員より防犯に関する講話、野方消防団の団

長より防災に関する講話をいただいた。その後、各自治会長、安全防犯

委員が中心となり地域９か所に分かれて警戒棒、拍子木を持ち、歩きな

がら防犯・防火の声掛けパトロールを行った。同時に青色パトロール車

と野方消防団の車から防犯・防災の呼び掛けを行った。パトロール後、

反省会を行い、来年度に引き継ぐことの確認をした。 

＜出発式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜パトロールの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．青色パトロール隊の活動強化 

  日ごろより地域を「見守る目」として、犯罪や交通事故を予防するため、

小学校の下校時間に合わせたパトロール活動を行っている。また、車両に

は「安心・安全」の防犯マグネットを貼りつけて運転し、防犯意識を高め

るように努めている。また、今年度、青色パトロール車にドライブレコー

ダーを装置するとともに、青色パトの運転手と同乗者にはドライブレコー

ダーの取扱方法や録画機能について熟知してもらい、有事にはすぐ対応で

きるように努めている。さらに、住民の協力のもと、防犯マグネットを自

家用車５台に貼り、地域内を走行してもらっている。青パト車以外にも地

域の目が光っていることを印象付け、防犯意識の高揚を図った。 
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＜防犯マグネットを貼りつけてパトロールしている青パト車＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ドライブレコーダーの登載の青パト車＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ドライブレコーダーの取り扱い方法＞ 
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３．住宅対象侵入盗及び自動車盗を撲滅するための街頭啓発運動の実施 

（１）各季の安全なまちづくり県民運動の期間中に、地域内３つの交差点や

新しくできた商業施設などで、住宅対象侵入盗及び自動車盗撲滅の旗を

立てるとともに、啓発チラシを配布して、防犯意識を高めた。 

（２）「０」の付く日に、自治会員やいきいきクラブの方々（老人クラブ）

による小学校低学年の下校時の指導を行っている。また、その際、ウォ

ーキングパトロールを行ったり、住宅対象侵入盗や自転車盗難等のチラ

シを配ったりして防犯啓発運動も進めてきた。 

 

＜商業施設周辺道路の住宅対象侵入盗及び自動車盗撲滅の旗＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜いきいきクラブの子ども見守り隊＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜二丁目の歩道橋での下校指導＞ 
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４．ふれあいあいさつ運動に区自治会の積極的な参加 

  地域の香久山小学校が月１回（原則０のつく日）、分団場所や通学路で  

ふれあいあいさつ運動を行っている。それに合わせて、区自治会も小学校

の正門、南門、西門、スクランブル交差点に立って生徒や保護者とのあい

さつを交わし、交通安全を呼び掛けた。 
 

＜小学校南門、正門でのあいさつ・声掛け運動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．防犯カメラの設置 

当地域に現在８基の防犯カメラが設置されている。今年度コンテとい 

う新たな商業施設ができ、活気ある街づくりが進められている反面、予測

できない犯罪や、車両の数が増えたことによる交通事故の心配が地域から

寄せられている。また、近くの小学校の通学路がコンテの北側になり、建

物の死角になっており、児童の声掛けや連れ去りが懸念される。そこで防

犯カメラを２基設置し、心配事の払拭を図った。なお、近くの住宅や商業

施設の利用者のプライバシーを保護して設置した。 

＜防犯カメラの設置状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 



80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４成果と課題

及び今後の取

組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業実施の成果及び課題 

・侵入盗や車両盗がやや多い地域であったのが、月１件ないし０件にと

することができた。自治会員や区民の「何とかしなければという」とい

う防犯意識は少しずつ高まり、安全・安心の土台が固まりつつある。今

後さらに継続的に進め、意識を高めていきたい。 

・青パトの「パトロール実施者講習会」の受講者の新規参加者も増え、複

数乗車でパトロールを行うことができている。児童の見守り、住宅対

象侵入盗、車両盗対策に一定の効果が示されているが、運転手の高齢

化が課題になっている。 

・「あいさつ・声掛け運動」は回を重ねるごとに児童側のあいさつの声が

大きくなり、また、保護者から感謝の言葉がいただけるようになって

きている。この取組は緒に就いたばかりであり、どのように発展させ

るかが課題である。 

・児童の通学路に防犯カメラが設置されたことについて、学校側から児

童や保護者に話をしていただき、安心・安全の言葉をいただいている。

幸いなことに、防犯カメラの映像を確認するような事案もなく、安全

に登下校している。防犯カメラの維持管理が今後の課題である。 

・地域見守りの目であるパトロール活動や、「あいさつ・声掛け運動」等

の活動、防犯カメラやドライブレコーダーの設置について、それぞれ

で効果を上げつつある。今後、どのように融合すればいいかが課題で

ある。 

（２）今後の取組 

・県内の事業例を参考に、活動資材の充実やパトロール体制の強化を図

ることで、更なる防犯意識の高まりを図っていきたい。 

・青色パトの隊員について、区議会や総会等で、６０代を対象にパトロー

ルの意義や必要性を説明し、参加を促していきたい。 

・「ふれあい・あいさつ運動」は「０」の付く日、月１回だった運動を月 

３回に増やすことで、学校の先生方や保護者と交流し、学校や地域で

の子供たちの様子について意見交換ができ、地域の子供たちは地域で

守るという共通理解ができるまでに高めていきたい。 

・防犯カメラについて、定期的な点検を行い、維持管理をしっかり行って

いきたい。 

・地域の目はどこでも光っている。そのために地域の触れ合いを大切に

した連携や絆が求められる。このことを回覧等の広報活動を通して、

訴えていきたい。地域の目と地域の連帯こそが安全・安心の街づくり

であり、「いつまでも住んでみたい香久山」に繋がると考える。 

 


